
一般国道46号 角館バイパス
かくのだて

資 料 ２－２
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至
秋
田
市

至
盛
岡
市

L=2.6km
H19.8.4開通

L=2.0km
H22.7.31

開通

L=1.5km
H25.3.17

開通

１．事業の目的と概要（１）

○事業の目的 位置図 標準横断図

平面図

19

T’15＝5,862台/日

至：秋田県仙北市角館町西長野月見堂
延長 ： ６．１ｋｍ
幅員 ： １２．０ｍ（暫定２車線）
道路規格 ： 第３種第１級
設計速度 ： ８０ｋｍ／ｈ
都市計画決定 ： 平成９年度
事業化 ： 平成９年度
用地着手 ： 平成１１年度
工事着手 ： 平成１２年度
開通年度 ： 平成２４年度（ H25.3 ）

○計画概要
起終点 ： 自：秋田県仙北市田沢湖小松羽根ヶ台

た ざ わ こ

か く の だ て ま ち

せ ん ぼ く

せ ん ぼ く

こ ま つ は ね が だ い

に し な が の つ き み ど う

T’15＝5,208台/日

T’15＝5,325台/日

T’15＝5,859台/日

角館

生田

盛岡秋田道路は、岩手県盛岡市から秋田県大仙市に至る
地域高規格道路（延長約80㎞）である。

角館バイパス（自動車専用道路）は、盛岡秋田道路の一部
を構成する延長6.1㎞の一般国道46号のバイパスであり、秋田
県と岩手県の連絡を強化し、地域間交流の促進に大きく寄与す
るものである。また、当道路の整備により、交通渋滞の解消や観
光期の交通渋滞の緩和、冬期走行環境の改善など、幹線道路
としての機能改善が図られる。

も り お か あ き た い わ て も り お か あ き た だ い せ ん

凡 例
評価対象路線
一般国道
主要地方道・一般県道
市道
交通量調査地点
T’15 H27交通量

角館高

角館中

角館小

仙北警察署

角館消防署

角館武家屋敷
仙北市役所
角館庁舎

T’15＝8,936台/日

46

46

105

341

105

角館バイパス

【単位:m】

12.0

（7.0）7.0 （2.0）2.5 2.5

（21.0）

（2.0） （3.0）（7.0）
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１．事業の目的と概要（２）整備状況
【写真①】開通後
（角館バイパス起点部付近）

【写真②】開通後
（角館バイパス小勝田ランプ付近）

至
秋
田
市

至
盛
岡
市

L=2.6km
H19.8.4開通

L=2.0km
H22.7.31

開通

L=1.5km
H25.3.17

開通

T’15＝5,862台/日

T’15＝5,208台/日

T’15＝5,325台/日

T’15＝5,859台/日

角館

生田

写真② 写真①

角館高

角館中

角館小

仙北警察署

角館消防署

角館武家屋敷

仙北市役所
角館庁舎

凡 例
評価対象路線
一般国道
主要地方道・一般県道
市道
H27交通量調査
T’15 H27交通量

46

46

105

341

105

【写真②】開通後
（角館バイパス終点付近）

至秋田

至盛岡

至角館市街地

秋田内陸縦貫鉄道

至盛岡

至秋田

至盛岡

至秋田

至角館市街地

写真③

お が た
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１．事業の目的と概要（３）開通記事

読売新聞（H29.8９2）

秋田魁新報（H25.3.18） 秋田魁新報（H29.4.26）



10,630 
9,709 

5,496 5,325 4,837 

3,812 5,208 
5,380 

10,630 
9,709 9,308 

10,533 10,217 

0

5,000

10,000

15,000

H11 H17 H22 H27 H29

交
通
量
（
台
／
日
）

角館バイパス 旧国道46号現道
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◆角館バイパス整備により旧国道46号から通過交通が転換し、交通が分散。（旧国道46号:約106百台/⽇→約48百台）
◆旧国道46号の混雑度は、1.00以下に改善。※旧国道46号は、秋田県に移管され、現在は国道105号及び国道341号

◆観光期の混雑が緩和され、主要渋滞ポイントが解消。

２．事業効果の発現状況（１）混雑緩和

▼角館バイパスと旧国道46号現道の日交通量の推移（Ａ-Ａ‘断面）

約5割転換

▼角館バイパスと旧国道46号の交通量

資料：H11～H27は全国道路・街路交通情勢調査、H29はトラカンデータ（10月平日平均）

全線開通
（H25.3）

部分開通
（H19.8）
(Ｈ22.7)

※ （ ）内は路線別混雑度（混雑度：交通量を交通容量で除した値）

（1.22）
（1.21）

（0.80） （0.75）

（0.33） （0.39）
（0.40）

（0.68）

角館バイパス：H25.3開通区間現道（旧国道４６号 川原町交差点付近）
【写真③】全線開通後

撮影日：平成26年5月

至
秋
田
市

至
盛
岡
市

L=2.6km
H19.8.4開通

L=2.0km
H22.7.31

開通

L=1.5km
H25.3.17

開通
T’15＝5,862台/日

T’15＝5,325台/日

T’05＝7,598台/日
T’15＝5,859台/日

角館

生田

凡 例
評価対象路線
一般国道
主要地方道・一般県
道市道
交通量調査地点
T’15 H27交通量

A

A’

角館高

角館中

角館小
仙北警察署

角館消防署

角館武家屋敷

仙北市役所
角館庁舎

写真③

46

46

105

341

105

写真①

川原町交差点

T’15＝5,208台/日

【川原町交差点】
主要渋滞ポイントに指定
⇒角館バイパス開通により
主要渋滞ポイントから削除

か わ ら ま ち

至盛岡市

至秋田市

撮影日：平成18年4月 撮影日：平成29年5月

至盛岡市

至秋田市

【写真②】全線開通後【写真①】全線開通前

写真②
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1

0

5

10

15

20

H17 H19 H22 H25 H27

死
傷
事
故
件
数
（
件
／
年
）

旧国道46号現道 角館バイパス

◆角館バイパス整備前は、物流大型車等の通過交通が通学路となっている市街地部に流入する事で事故危険性が高い状況。
◆大型車交通が角館バイパスに転換したことで死傷事故が約8割減少し、特に冬期死傷事故は約9割減少。地域や運転手からも危険性

減少等の声も上がり、安全性が向上。

２．事業効果の発現状況（２） 事故減少

▼死傷事故件数の推移

全線開通
（H25.3）

部分開通
（H22.7）

資料：（H11～H27）全国道路・街路交通情勢調査、（H29）トラカンデータ
観測地点（左地図のＡ-A’断面の位置）

▼地域住民、道路利用者の声

1,573 

505 418 376 

935 1,218 
1,312 

1,573 
1,440 

1,636 1,688 

16% 15% 16% 17%

0%

10%

20%

30%

40%

0

500

1,000

1,500

2,000

2,500

H17 H22 H27 H29

大
型
車
混
入
率

大
型
車
交
通
量

旧国道46号現道大型車交通量 角館バイパス大型車交通量
角館BP（現道含む）大型車混入率

（9％） （8％）

（25％） （23％） （24％）

（8％）

部分開通
（H19.8）
部分開通

（H22.7）

全線開通
（H25.3）

▼死傷事故発生個所

資料：イタルダデータ

▼対象地域の大型車交通量の変化

○旧国道46号現道の交通量が減少し、
通学路の安全性が向上しました。

（教育関係者：平成26年2月）
○角館バイパス走行時には、周囲に民家

等がないため、走行時に歩行者に対す
る危険性が減少しました。

（物流事業者：平成26年2月）

▼季節別死傷事故発生件数

8
1

21

6

29

7

0

10

20

30

40

開通前
（H17-H18）

開通後
（H26-H27）

死
傷
事
故
件
数
（
件
／
2
年
）

冬期 通常期
資料：イタルダデータ

※（ ）は路線別の大型車混入率（大型車混入率：全交通量に対する普通貨物車、バスの交通量割合）

通常期
約7割
減少

▼市街地を走行する大型車

撮影日：平成18年2月

【写真①】

【写真②】

○現道を走るトラックなどの大型車両が少
なくなり、安心して運行できます。

（路線バス会社：平成26年3月）

23

冬期
約9割
減少

全体で約8割減少

冬期●：12月～ 3月
通常期： 4月～11月

部分開通以降
減少傾向

部分開通
（H19.8）

角館高

角館中

角館小

仙北警察署

角館消防署

角館武家屋敷

仙北市役所
角館庁舎

至
盛
岡
市

L=2.6km
H19.8.4

開通

L=2.0km
H22.7.31

開通

L=1.5km
H25.3.17

開通

角館

写真②

写真①

46

105

105

341

資料：イタルダデータ

凡 例

開通前(H17～H18)

開通後(H26～H27)

46

単路部、交差点部
ともに事故が大きく
減少

：通学路

撮影日：平成20年1月
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◆角館バイパス整備前の「角館桜まつり」では、期間中に市街地通過に最大約2時間を要する著しい交通混雑が発生。
◆角館バイパス整備により案内看板による観光バスを誘導する渋滞対策が可能となり、大幅に混雑を緩和。

２．事業効果の発現状況（３）１／２ ⾓館桜まつり期間中の混雑緩和

▼桜まつりシーズンの混雑緩和状況（旧国道46号 川原町交差点）

▼角館バイパスを活用した観光期の渋滞対策

▼案内看板
【写真③】 【写真④】

撮影日：平成27年4月

資料：観光バス運転手アンケート調査結果（H29）

川原町交差点

観光バス
駐車場

至 角館BP

至

盛
岡

渋滞対策により観光
バスの約7割が角館
バイパスを利用

普通車臨時
駐車場

渋滞緩和

主な大型車交通の流れ
主な普通車交通の流れ

至

秋
田

写真④

写真③

【渋滞対策】
案内看板で角館BP
に大型車を誘導

一般車両は
旧国道46号
を利用

※大型車：普通貨物車、バス

【写真②】開通後

撮影日：平成29年4月撮影日：平成14年4月

【写真①】開通前

至盛岡市

至秋田市 至秋田市

至盛岡市

※角館桜まつりの人出状況が同程度の日で比較
資料：渋滞調査（開通前：H14.4.21（約15万人の人出）、開通後：H29.4.30（約12万人の人出））

▼観光時期（桜まつり期間中）の通過時間と旅行速度の変化

至
盛
岡
市

L=2.6km

H19.8.4開通H22.7.31
開通

H25.3.17
開通

角館駅

生田駅

L=2.0kmL=1.5km

至
秋
田
市

46

105

105

凡 例
評価対象路線
一般国道
主要地方道・一般県道
市道

【角館の桜まつり】
■県内屈指のイベントであ
り、毎年100万人以上の観
光客が訪れ、弘前、北上と
ともに東北３大桜の名所に
数えられている。
■開催期間
毎年4/20～5/5

桧木内川桜並木
（ソメイヨシノ）

川原町交差点

46

341

開通前
通過時間 113分
（旅行速度2.3km/h）

開通後
通過時間 1分

（旅行速度44.5km/h）

開通前
通過時間 30分
（旅行速度4.6km/h）

開通後
通過時間 7分

（旅行速度16.1km/h）

写真①、②

開通前混雑区間



秋田市

角館方面

秋田港

角館桜まつり
含む周辺観光地

男鹿市

約５割

約１割

その他
約１割

約2割

潟上市
約１割

▼角館桜まつり入込客数の推移

２．事業効果の発現状況（３）２／２ ⾓館桜まつり期間中の渋滞緩和

◆角館桜まつり来客数は毎年100万人超であり、秋田港に寄港する大型クルーズ船のオプショナルバスツアーの約5割が角館桜まつりへ来訪。
◆ 「角館桜まつり」に訪れる自動車の通過時間は最大約112分短縮。観光バス運転手の約８割は混雑緩和を実感。大型クルーズ船ツ

アー移動時間が概ね片道１時間半以内で設定される中、滞在時間増や円滑なスケジュール立案が可能になる事で観光振興に寄与。

101

133133141
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141
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156
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142

123119128129

0

50

100

150

200
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（万人）

部分開通
（H19.8）

部分開通
（H22.7）

全線開通
（H25.3）

毎年100万人を
超える

観光客が来訪
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▼国道46号の渋滞状況の変化

渋滞緩和
したと思う

51%
やや緩和
したと思う

26%

どちらでも
ない
20%

思わない
3%

N=35

▼観光バス事業者及び運転手の声
資料：秋田県観光要覧

資料：観光バス運転手
アンケート調査結果（H29）

観光バス運転手の
約8割は

渋滞緩和を実感

▼角館桜まつりを楽しむ外国人観光客

撮影日：平成29年4月25日

○以前は田沢湖から２時間かかったこともあっ
たが、今は遅れても10～15分程度遅れる
だけになりました。

（平成25年5月3日）
○観光期は時間が読みにくいが混雑が緩和さ

れ、スケジュールを立てやすく、滞在時間も
増やすことができるようになりました。

○道路が広く、信号もないので とても走りやす
くなりました。

（平成29年4月30日,5月3日）

資料：秋田県建設部港湾空港課

東日本大震災の影響

※1：H29.4.25に来訪したダイヤモンド・プリンセス号の実績

▼大型クルーズ船のオプショナルバスツアーの行先割合 ※1

バスツアーの約５割が
角館方面へ来訪

▼川原町交差点の通過時間の変化
113 

1 

30 

7 
0

20

40

60

80

100

120

開通前

（H14.4.21）

開通後

（H29.4.30）

所
要
時
間
（
分
）

盛岡側

秋田側

資料：渋滞調査
（開通前：H14.4.21、開通後：H29.4.30）

最大約112分短縮

移動時間は
概ね片道

１時間半以内
で設定



角館バイパス 盛 岡
都 市 圏秋田港

八戸港

京浜港

仙台
塩釜港国際

フィダー

新潟港

5,756
フレートトン
（46％）
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5,756 
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2,000
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8,000
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コ
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◆盛岡都市圏の輸入コンテナ貨物の約５割が秋田港からの搬入であり、搬入量は年々増加傾向。
◆角館バイパスを利用する物流事業者の約３割は秋田市⇔岩手県の利用。広域物流を支える路線として地域経済活動を支援。
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２．事業効果の発現状況 （４）盛岡～秋田間の物流支援

▼秋田港⇒盛岡都市圏の国際海上コンテナ貨物量の推移

資料：平成15～25年度全国輸出入コンテナ貨物流動調査

※フレートトン：貨物運賃計算の基礎となる
貨物の単位で、運賃トンともいう。

資料：平成25年度全国輸出入コンテナ貨物
流動調査

▼角館バイパスを利用する物流事業者の発着地

資料：物流事業者アンケート調査結果
（国道46号仙北市区間の利用が確認された物流
事業者95社を対象にアンケートを配布し、61社から
回答された結果。そのうち角館バイパスを利用する
48社の状況：H28年11月実施）

▼盛岡都市圏における輸入コンテナ貨物の搬入先内訳

▼道路利用者の声

○角館地区の通過が、従来より5～15分短縮できてい
ます。 街中を走らなくても良くなり安全になり、以前より
快適になりました。
（コンテナ輸送会社：平成26年3月）

○野菜を輸送する際の荷くずれが減少しました。
（物流事業者：平成26年2月）

部分開通
（H19.8）

全線開通
（H25.3）

秋田市⇔
岩手県
34%

仙北市⇔
秋田市
27%

仙北市⇔
大仙市
10%

仙北市⇔
仙北市
6%

横手市⇔
岩手県
4%

その他
19%

48社

角館バイパスを
利用する物流事業者の

約3割が
秋田市⇔岩手県

の流動

（走行するコンテナ輸送車）

撮影日：平成25年3月 （16％）

（5％）

（1％）

（11％）
（21％）

（フレートトン）
部分開通

（H22.7）

約3倍結びつきが強く
なっている



３．費⽤対効果分析の算定基礎となった要因の変化
別添一覧表参照

４．事業実施による環境の変化

―

５．社会経済情勢の変化

・Ｈ17.9：角館町、田沢湖町、西木村が合併し、仙北市となる。
（人口：Ｈ7 角館町：1.5万人、田沢湖町：1.3万人、西木村：0.6万：合計3.4万人→Ｈ27 約3.0万人）
出典：国勢調査

・Ｈ27.8：「農業・医療ツーリズム」のための改革拠点として国家戦略特区（地方創生特区）に指定

６．今後の事後評価及び改善措置の必要性

７．同種事業の計画・調査のあり方や事業評価手法の見直しの必要性

○本事業は一般的な整備効果に加えて、観光期の混雑緩和等地域特有の効果を発現している。同種事業において
も想定される地域特有の課題解消や整備効果等について、事業の進捗とともに把握に努める必要がある。

○また、橋梁工事（耐候性鋼材の採用、下部工の見直し等）に関わるコスト縮減等を行っており、同種事業への反
映に努める必要がある。

事業の⽬的に対する効果を概ね発現しており、現時点では今後の事後評価及び改善措置の必要性はないが、
社会状況等の変化に応じて完成形の整備を検討する。
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